


















て使われる (山梨 2012) 。五感のメタファーに関する先行研究は、共感覚メタファ
ーにおける意味転用の方向性や意味構造の記述が中心となっている (Williams 1976, 
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 本論文は，日本語におけるメタファーに焦点を当て，とくに視覚形容詞の個別表現を対象とした大
規模コーパスによる定量的分析に基づき，意味と統語的機能の視点からメタファー表現の使用実態を
明らかにしようとした研究である。 
 論文は全５章から成る。第一章では，序論として本論文の問題の所在を明らかにした上で，続く第
二章で研究の背景を詳述する。メタファーの理論的研究について，定義，分類および機能を概観し，
本研究で取り上げる対象とコーパス研究の手法について述べる。 
第三章では，視覚形容詞「明るい」と「暗い」を取り上げて，コーパスから抽出したメタファーの
用例が検討される。階層クラスタ分析と正準判別分析に基づいてメタファー表現の特徴を視覚化しな
がら，名詞との共起関係や助詞の使い分けを分析し，共起する名詞の分類や成り立ちやすい統語構造，
メタファー的意味との相互作用について考察がなされる。分析の結果，「明暗」ともにメタファーと
しての使用には総じて限定用法への選好があったが，さらに特定の名詞との共起パターンについて
「明暗」の反義語間で比べてみると，統語構造の選好の程度やメタファー表現の生産性には偏りが示
された。なお，形容詞が叙述用法で使われた文における助詞を見ると，両形容詞ともに，助詞「は」
が最も多く使われていて，指示対象を話題化するという動機が推察された。 
第四章では，視覚を表す色彩形容詞としての「バラ色」と「灰色」を含むメタファー表現を取り上
げて，第三章と同様の手法で，統語構造上の選好と，修飾語と被修飾語のコロケーションの特徴が検
討される。両色彩形容詞を用いたメタファー表現は，前章の「明暗」と同様に，限定用法への選好が
あること，また，特定の名詞との共起パターンについても，これらの反義語の間でやはり統語構造の
選好性や生産性に偏りがあることが示された。さらに，「バラ色」「灰色」が叙述用法で使われたとき
の助詞の傾向について調べた結果，やはり助詞「は」が多い傾向が示された。 
最終章の第五章では，第三章と第四章で示した「明暗のメタファー」と「色彩語のメタファー」の
定量的分析の結果をまとめ，視覚メタファーとしての形容詞の働きについて総合的な考察が行われ，
結論が導かれる。 
階層クラスタ分析によって示された定量的検討は，メタファーの慣習的また創造的使用における傾
向やそこに潜む動機を浮かび上がらせており，その体系的な理解に資するところが大きく，その成果
は斯学の発展に寄与するものである。よって，本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与される
に十分な資格を有するものと認められる。 
 
